














































会では The Gaskell Society, The George Eliot Fellowship に所属され，大
いに活躍してこられました。ご退職後も研究活動は続けられるそうなので，
これらの学会で教授とお会いすることがあると思います。
中村祥子教授，教授のご退職後のご健勝とご多幸を心からお祈りすると共
に，今後ともギャスケル研究を重ねられ，ギャスケルの短編論の集大成の上
梓などの形を通して，われわれにさらなる学問・教育上の刺激をもたらして
下さることを期待しております。長い間，本当にご苦労様でした。
(2004.11.26)
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